
※令和３年度以前入学生用

学校番号 T3009

教科 工業 科目 単位数 １単位 年次 ３年次
使用教科書
副教材等

令和5年度　工業科

観
点
の
趣
旨

建築材料の求められ
ている強度や内容に
ついて理解している。
測定手順や測定結果
の取り扱いが適切で
ある。

資材の測定に使う機
械を適切に操作するこ
とができる。

建築資材の強度や性
能をレポートにまと
め、ＪＩＳ企画に適合す
るか判断する。

建築資材の求められ
る性能について関心
を持ち、意欲的に学ぼ
うとしている。

評
価
方
法

学習態度の観察
観察記録表
課題の理解
機器の取り扱い方の
習得状況
レポートの作成状況

学習態度の観察
観察記録表
課題の理解
機器の取り扱い方の
習得状況
レポートの作成状況

学習態度の観察
観察記録表
課題の理解
機器の取り扱い方の
習得状況
レポートの作成状況

学習態度の観察
観察記録表
課題の理解
機器の取り扱い方の
習得状況
レポートの作成状況

測定に当たって、資材の準備を適切に行える。
レポートの作成が行える。
数値の読み取り、資材の測定が適切に行える。

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）

大きな機械を操作します。充分に注意して指示に従って下さい。
汚れる作業があります。汚れてもよい服装で作業して下さい。
機械や器具の取り扱いには、十分に気を配って下さい。
授業期間は前期もしくは後期で、３年次の実習６単位のうちの１単位に相当します。

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）

建築実習（材料実験）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解
観
点



※令和３年度以前入学生用

a b c d

ふるい分け試験

単位容積質量試験

コンクリートの調合

圧縮強度試験

スランプ試験

鉄筋の引張試験 ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準

2

1

12

11

評価方法

a：鉄筋コンクリート構造の成り立
ちについて関心を持つ。
ｂ：骨材の成分はＪＩＳ規格で規定
されていることを理解する。
ｃ：ふるい分け試験器の操作方法
が規定されていることを理解し、
適切に操作する。
ｄ：実験や授業で習ったことをレ
ポートにまとめることができる。

ｂ：スランプ試験で求められる値と
調合設計をして作成したコンク
リートの実験結果との差について
考察することができる。
ｃ：アムスラー試験機の操作を適
切に行うことができる。
ｄ：実験や授業で習ったことをレ
ポートにまとめることができる。

ａ：学習態度の観察

ａ：観察記録表

ｂ：課題の理解

ｃ：技術の習得状況

ｄ：課題の作成状況
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9

7
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4

骨
材

コ
ン
ク
リ
ー

ト

ｃ：アムスラー試験機の操作を適
切に行うことができる。
ｄ：実験や授業で習ったことをレ
ポートにまとめることができる。

鉄
筋

○

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　d：知識・理解

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の
各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている

3


